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論文
内
 容要・旨
研究目的
 摘出臓器を体外で長畦間滞流保存の際,・畦間の経過ととも応,灌流量の署しい低下を生ずる6
 この傭流量の低下は激流臓器の機能維持を不可能にずるもので,侵畦間の潅流保存を行うために
 是非解決されねばならぬ問題である。潔流量の低下の原因として,ポンプによる詠波形やジ人工
 肺の性質等機械的因子の他に,灌流液性状の変化とくに,血管収縮物質の消長も考えられる。
 この点を解明†るために,摘出腎の長暗闘体外循環時の灌流量低下に対する血管拡張剤及ぴ血管
 収縮物質の阻害剤の効果について検討したΩ
 実'験方法
 i)実験動物:雑種成犬にpen悔barbitalSodium50mg〈g静注し,気管内袖管,
 補助呼吸を行い,左腎摘出を行った。左腎摘出の際,1%pronaineを十分腎動静駄¢囲に
 浸潤し,愛護的に行い,血管の応紳をaけた。
 2)摘出腎はポンプおエび酸素化装概を含む自家製灌済回路につなぎ,同種血にBa■ance一
 良alt-Solutiっn(Ti.R-U-Soユ)20%を加えて稀釈した。潅流液は58℃下に潅流を・
 行った。実験中は実測流量,経時的な尿量変化,eoreatを測定し,更に潅流終了前に腎動
 詠よORエSAを注入し・直ちに凍結標本とし・胃内各部の計測を行い血海分布ρ指標とした。
 検討した薬剤は,papaverino(土2m区/dl),phenっxy・henzamine(〔L5mg/dl)
 工Roproteronol(02mg/dl),ATP臘日勺低濃度(2mg/dl),同高濃慶(20mg/
 dl),Mannitol(1,200mg/dl),.Brady-kinin(0.01皿9/d:L)である。
実験成績
 1)対照群(薬品を用いてない群)
 濃流量は灌流儀2膳間以内には比較的良く維持されるが,この時間を過ぎると尿排泄量が多
 ぐなり,灌流量が良好に維持されている間に於いてもCCreatが正常の約1/15の底値を示
 している。Rエ8Aを用いて灌流渡の腎内分布を測定した結果では,生理的に腎皮質の流量が腎
 髄質の流量にくらべてはるかに高いといわれているにもかかわらず,摘出腎の皮質流量が髄質
 流量にくらべて,逆に低い値を示している。
 2)薬品使用鮮
 肉Papaverine:潮流液中にpapavGrine(t2mg/d1)経動豚的に投与し叡5例で
 は,・いずれも,投与後2分以内に濯流量が約4倍増加している。更に尿量の変化に?いてみ
 ると,投与後の尿量が約10倍も増加している。Ccぞeatもpapaveri“e投一与鋒に著
 明な増加を示している。耳工8Aに1よる検討は明かに皮質の流量増加がみられる。
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 lB,'%e五〇x'ybenzamine:Phenoxyoen9乞mine(0、5mg/dユ)経動脈投与の2例
 'では,投与前後の実測流量,eoreatおよびRエ8Aによる血流分布の測定では,対照群に
 比して変化が認められない。
 lO」1臼OprOtcr白nol:1臼OprOtcre玖ol(0.2皿9/dユ)投・与の2例では,投・与前にく
 らべると投与後の方がかえって,流量が若干低下している。
 (D)'ATP:ATPの作用は拡張と収縮の二相性を示し,比較的低濃度の(2mg/dl)を投与
 した暗には,流量の増加を示したが,高濃度の(⑳mg■d1)では導に減少をきたしている占
 (E)Manni七〇1:Mannitol(1,200mg/dID経翻投与の2例では,実測流量,母び尿
 量の増加がみとめ軌'・cr町増力・が祉曲れ,RエSAによる検討の結果も皮飾量
 の増加がみられ,るo
 lF」Bradykinin:Brady・kinin(0・0Img/dl)経静練投与の2例では,特に対照群
 との間に変化がみられず,血流改善の傾向がみとめない。
 結'論
 体外比摘出した腎の偏流におエぼず各種薬剤の効果を検討し,次の結果を得た。
 1)Papaver手n馬manni七〇1はともに,腎血流改善には有効と認め,又皮質循壌に対し
 てもその有効性を示している。、
 2)ATPの少量では,血管拡張作用を示したカ～作用暗闇は極めて短く,高濃度では収縮f乍用
 を示し,明かに本薬剤は濃度による二相性を示している0
 5)Ph胆.・xybenzami翰P。pr。tere恥■のエうなα一βPbnkingagen惚
 には反応ぜず,又Bradykininゆ対tても,何らかの作用は認められなかった。
 4)舜備黙り,体外摘鵬漸吻溝磁少は・Catech・・amineは細管駅
 縮によるものではなぐ,Bradykinin系も関・与していないこ.とが推測される。
 一15・o一
 審.査結果の要旨
 臓器潅流に於ける漂流量の低下は.長時間灌流する場合の最も困難た問題である。本研究は摘出
＼
 .犬腎の長時間潅流時に血管拡張剤が灌流量,特に皮質流量の低下防止をし得るかどうかを検討した
 ものである。
 犬よ匂摘出した腎を自家製潅流回路によって.,baコanco-8aユむ一εo]u七ionで稀釈した同.
 種血を用い,58。G下に灌流している。用いた薬剤は,papavirineq,2mg/d.ユ)Phe-
 noxyben%皿ineぐ0.5皿9/a])Manni七〇ユq,200m4心),エ80protenero]
 (0・2'mg■d・]),A麿p(2mg/aユ及び20】皿g■d・]),Braay-kinin(aO1皿gノα]')
 ある。
 効果の判定には.灌流量,尿量,クレセチニンクリアランス`Gcreat)及び潅流終了時に注
 入したR工SAの分布測定による腎内血流分布を判定している。
 薬剤を用いない対照群では,灌流量が比較的よく維持されている間でもσcrea七が著しい低値
 を示し,Rエ8Aによる署内血流分布でも皮質血流の低値を示した。これに対し,Papavirine
 により灌流量,尿流,CCrea七はいずれも著しい増加を示し,RISAによっても皮質血流の増
 加が示された。Man且⊥to]もPapavirineに劣るが良好な効果を示した。これに対して,
 Phenoxybe篇za皿iP,180protereno].,Brad.y-kini且は殆んど効果なく,ATPは
 低濃度で流量増加,高濃度で逆に減少の二相性の作用を示した。
 以上の結果より,体外掃出犬腎潅流時め流量,特に皮質流量の減少はカテコ.一ルアミンによる血
 管収縮による.ものでなく.またBrad・y・一エ加i且系も無関係であるとしている。本研究は,末梢
 循壌生理に一知見を加えかまた体外摘出臆器保存の研究に寄与するとこあが大きく,学位授与に値
 する。
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